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は
じ
め
に 

  

近
世
、
神
主
は
専
業
の
ほ
か
、
神
主
の
い
な
い
神
社
で
は
、
百
姓
身

分
で
社
守
と
呼
ば
れ
る
管
理
者
や
鍵
取
と
呼
ば
れ
る
神
社
の
鍵
を
預
か

る
者
が
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
神
主

が
専
業
と
し
て
成
り
立
つ
の
は
地
域
と
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
か
ら
で
あ

ろ
う
か
。
こ
れ
は
神
職
と
氏
子
、
そ
の
一
体
化
を
成
す
祭
礼
、
そ
し
て

こ
れ
を
取
り
巻
く
地
域
社
会
を
考
え
る
上
で
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
し

か
し
、
こ
れ
に
応
え
う
る
議
論
が
な
い
の
で
は
な
い
か
。 

 

こ
の
よ
う
に
地
域
社
会
か
ら
神
主
の
問
題
を
考
え
る
場
合
、
祭
祀
を

い
か
に
理
解
す
る
か
が
問
題
と
な
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
参
照
す
べ
き
先

行
研
究
に
、
千
葉
正
士
氏
の
論
考
が
あ
る
（

1
）

。
千
葉
氏
は
ま
つ
り
の
主

要
な
要
素
と
そ
の
機
能
に
つ
い
て
共
同
体
的
祭
祀
集
団
の
展
開
と
解
体

過
程
を
理
解
す
る
目
的
で
考
察
さ
れ
た
。
そ
の
論
考
の
最
後
で
、
氏
は

祭
祀
集
団
自
体
の
組
織
の
変
化
・
祭
祀
集
団
と
村
落
と
の
関
係
・
祭
祀

集
団
構
成
員
の
社
会
的
性
格
と
く
に
法
的
権
利
義
務
の
変
化
・
祭
祀
集

団
の
変
化
の
外
部
的
要
因
と
し
て
の
権
力
の
政
策
、
と
い
う
以
上
四
点

の
問
題
点
を
挙
げ
て
い
る
。 

 

私
は
、
氏
が
挙
げ
た
未
解
決
の
課
題
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
神
主

と
い
う
近
世
の
神
職
の
存
立
基
盤
を
考
え
る
上
で
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
。
た
だ
、
本
稿
で
は
こ
れ
に
全
面
的
に
応
え
う
る
こ
と
が
で
き
な
い

為
、
近
世
神
主
の
存
立
と
そ
の
展
開
を
、
氏
子
と
の
関
係
・
吉
田
神
道

と
の
関
係
と
い
う
二
方
向
か
ら
論
じ
る
と
い
う
視
点
で
論
じ
た
い
。
前

者
は
、
千
葉
氏
が
挙
げ
た
課
題
の
前
者
三
点
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
る
。

後
者
は
在
地
神
職
が
本
所
吉
田
家
か
ら
緩
や
か
な
支
配
・
統
制
を
受
け

た
（

2
）

、
と
す
る
近
年
の
研
究
動
向
を
受
け
て
、
神
主
を
吉
田
神
道
と
の

関
わ
り
で
み
る
こ
と
も
地
域
社
会
で
は
神
主
が
祭
祀
で
司
祭
者
と
し
て

立
ち
現
れ
る
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
重
要
で
は
な
い
か
、
と
考
え
た
か
ら

で
あ
る
。 

 

以
上
か
ら
、
本
稿
で
は
近
世
神
主
の
存
立
と
そ
の
展
開
を
、
吉
田
神

道
と
の
関
係
・
氏
子
と
の
関
係
を
軸
に
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 
上
記
の
課
題
に
接
近
す
る
為
、
具
体
的
に
は
近
江
国
愛
知
郡
豊
満
大

明
神
を
事
例
に
検
討
す
る
。
豊
満
大
明
神
を
取
り
上
げ
る
の
は
、
後
に

述
べ
る
よ
う
に
早
く
か
ら
吉
田
神
道
の
編
成
を
受
け
た
と
こ
ろ
か
ら
、

吉
田
神
道
の
編
成
下
に
お
け
る
近
世
神
主
の
展
開
過
程
を
看
守
で
き
る

近
世
神
主
の
存
立
と
そ
の
展
開 

―
近
江
国
愛
知
郡
豊
満
大
明
神
を
事
例
に

― 

豆 

田 

誠 

路 
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と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。 

  
 

一 

中
世
ま
で
の
豊
満
大
明
神
と
吉
田
神
道
の
受
容 

  

は
じ
め
に
、
本
稿
が
分
析
の
対
象
と
す
る
豊
満
大
明
神
に
つ
い
て
、

そ
の
来
歴
や
性
格
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
た
だ
、
既

に
『
近
江
愛
智
郡
志
』
四
（
滋
賀
県
愛
智
郡
教
育
会
、
一
九
二
九
年
）
（
以

下
『
郡
志
』
）
の
豊
満
神
社
の
項
に
基
本
的
な
事
項
が
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
る
の
で
、
本
節
で
は
分
析
に
関
わ
り
確
認
し
た
い
事
項
を
特
に
取
り

上
げ
る
。 

 

ま
ず
、
豊
満
大
明
神
は
、
慶
長
十
六
年
（
一
六
一
一
）
十
一
月
に
書

か
れ
た
記
録
に 

 
 

一
豊
満
大
明
神
社
造
立
之
者 

 
 
 
 
 
 

安
和
二
年
巳
己
（
己

巳
）

歳 

 
 
 
 
 

冷
泉
院
御
宇 

慶
長
十
六
年
迄
六
百
四
十
三
当 

 
 
 
 
 
 
 

（
中
略
） 

 
 

一
康
暦
元
年
巳
（

己
）

未
十
二
月
十
一
日 

推
鐘
鋳 

 
 
 
 
 

後
円
融
院
御
宇 

 
 
 
 
 
 
 

（
中
略
） 

 
 
 

慶
長
十
六
年
十
一
月
吉
日
書
之
（

3
） 

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
安
和
二
年
（
九
六
九
）
年
造
立
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
『
郡
志
』
に
は
、
本
社
棟
木
の
書
付
文
字
写
し
（
嘉
永
元
年
（
一

八
四
八
）
四
月
神
殿
修
覆
の
時
大
工
新
七
の
写
し
置
し
文
丈
け
）
に 

 
 

当
所
権
現
奉
造
替 

 
 
 
 

延
長
八
年
寅
十
一
月
十
一
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

社
司 

 

散
位
依
智
秦
實
信 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

願
主 

 

右
近
将
監 

資
友 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
工 

 
 

筒
井 

国
吉
（

4
） 

と
あ
り
、
安
和
二
年
よ
り
前
の
延
長
八
年
（
九
三
〇
）
に
権
現
が
既
に

存
在
し
造
り
替
え
ら
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
社
司
が
依

智
秦
（
え
ち
は
た
）

氏
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
こ
う
。 

 

次
に
、
豊
満
大
明
神
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
本
稿
最
初
の
史
料
に
あ

る
推
鐘
が
、
明
治
初
年
豊
満
神
社
か
ら
現
在
の
愛
知
川
町
大
字
東
円
堂

（
と
う
え
ん
ど
う
）

の
東
漸
寺
（
と
う
ぜ
ん
じ
）

に
売
却
さ
れ
現
存
す
る
も
の

で
、 

 
 

江
州
愛
智
郡
宗
廟 

 
 
 

豊
満
社
御
宝
前
推
鐘 

 
 
 
 
 
 
 

（
中
略
） 

 
 
 
 
 

康
暦
元
年
己
未
十
二
月
十
一
日 

 
 
 
 
 
 
 

（
以
下
略
）（
5
） 

と
あ
り
、
康
暦
元
年
（
一
三
七
九
）
に
豊
満
社
が
「
江
州
愛
智
郡
宗
廟
」

と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

 

と
こ
ろ
で
、
豊
満
大
社
に
は
長
禄
三
年
（
一
四
五
九
）
五
月
十
日
付

多
賀
豊
後
守
高
忠
寄
進
状
の
宛
先
に
「
大
神
主
被
官
中
」（
6
）

と
あ
る
。

そ
の
後
も
、 

 
 

豊
満
大
社
寄
進
売
徳
諸
神
領
之
事
、
任
当
知
行
之
旨
領
掌
不
可 

 
 
 
 

有
相
違
候
上
者
、
弥
可
全
領
知
之
状
、
如
件
、 

 
 
 

大
永
四
年
七
月
廿
七
日 

弾
正
少
弼
定
頼
（
花
押
） 

 
 
 
 
 
 
 

豊
満
大
社
神
官
中
（

7
） 

と
あ
っ
て
神
主
等
の
神
職
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
安



愛知川町史研究 第一号〈2003.3.〉 

― 16 ― 

永
三
年
（
一
七
七
四
）
六
月
に
愛
知
郡
市
村
の
杉
本
九
右
衛
門
が
記
し

た
「
豊
満
大
明
神
御
記
」
中
に
、
永
禄
十
年
（
一
五
六
七
）
卯
月
三
日

付
後
藤
賢
廣
等
禁
制
と
天
正
十
三
（
一
五
八
五
）
年
霜
月
十
八
日
付
田

中
吉
政
寄
進
状
の
写
が
あ
る
（

8
）

。
そ
れ
ぞ
れ
の
宛
先
に
も
「
豊
満
明
神

神
主
」
「
豊
満
大
明
神
々
主
」
と
あ
る
。 

 

以
上
を
総
合
す
れ
ば
、
十
五
世
紀
後
半
か
ら
「
神
主
」
「
神
官
」
と
称

す
る
神
職
が
既
に
存
在
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
（

9
）

。 

 

と
こ
ろ
で
、
室
町
後
期
以
降
、
近
世
を
通
じ
、
吉
田
神
道
（
唯
一
宗

源
神
道
）
を
宣
揚
し
、
神
社
・
神
職
を
支
配
し
て
き
た
吉
田
家
が
、
諸

国
の
神
社
に
位
階
・
神
号
な
ど
を
授
け
た
証
状
を
宗
源
宣
旨
と
い
う
。 

 

こ
れ
に
つ
い
て
、
先
駆
的
に
検
討
し
た
萩
原
龍
夫
氏
は
天
理
大
学
附

属
天
理
図
書
館
吉
田
文
庫
に
納
め
ら
れ
て
い
る
『
宗
源
宣
旨
秘
要
』
を

典
拠
に
「
宗
源
宣
旨
神
道
裁
許
状
等
授
与
一
覧
表 

そ
の
一
」
を
作
成

さ
れ
た
（

10
）

。
そ
れ
に
よ
る
と
、
吉
田
兼
倶
が
文
明
十
四
年
（
一
四
八
二
）

十
一
月
に
出
し
た
も
の
が
、
地
方
神
社
へ
神
号
を
授
与
し
た
初
例
で
あ

る
。
そ
れ
が
近
江
神
崎
郡
愛
智
河
若
一
王
子
権
現
で
、
大
明
神
号
を
授

与
し
た
。
ま
た
永
正
十
七
年
（
一
五
二
〇
）
十
一
月
に
豊
満
大
明
神
の

近
隣
に
あ
る
近
江
愛
智
郡
押
立
保
客
人
二
所
明
神
に
「
正
一
位
客
人
二

所
大
明
神
」
を
授
与
し
た
。
ま
た
本
稿
の
中
心
で
あ
る
豊
満
大
明
神
は
、

吉
田
兼
右
が
天
文
八
年
（
一
五
三
九
）
十
月
に
極
位
と
「
鳥
居
二
柱
タ

ル
ヘ
キ
事
」
を
授
け
た
。
こ
の
一
覧
表
に
よ
れ
ば
、
豊
満
大
明
神
に
対

す
る
授
与
ま
で
に
東
は
下
総
か
ら
西
は
日
向
ま
で
全
国
的
に
散
見
さ
れ

る
中
に
近
江
国
内
の
神
社
へ
の
授
与
が
多
い
こ
と
が
分
か
る
。 

 

ま
た
近
年
井
上
智
勝
氏
は
、
萩
原
氏
の
成
果
を
踏
ま
え
て
同
じ
吉
田

文
庫
蔵
の
『
宣
命
裁
許
記
』
か
ら
事
例
を
補
充
す
る
方
法
で
宗
源
宣
旨

を
確
認
し
直
し
た
（

11
）

。
こ
れ
に
よ
っ
て
も
、
戦
国
期
に
宗
源
宣
旨
は
近

江
国
内
に
一
六
、
以
下
丹
波
国
内
に
四
、
伊
賀
国
内
に
三
と
続
く
よ
う

に
近
江
国
内
の
神
社
が
圧
倒
的
に
多
い
。
し
た
が
っ
て
、
近
江
国
は
宗

源
宣
旨
か
ら
み
て
比
較
的
早
く
吉
田
神
道
を
受
容
し
た
地
域
で
あ
っ
た
。

豊
満
大
明
神
の
極
位
等
の
授
与
は
こ
の
一
連
の
動
向
の
中
で
理
解
で
き

よ
う
。 

  
 

二 

近
世
世
襲
神
主
の
成
立
・
展
開
と
特
権
的
氏
子
「
家
」 

  

前
節
で
は
、
豊
満
大
明
神
に
は
十
五
世
紀
後
半
か
ら
「
神
主
」
「
神
官
」

と
称
す
る
神
職
が
既
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
や
、
本
稿
の
事
例
と
す
る

豊
満
大
明
神
を
取
り
巻
く
近
江
国
が
吉
田
神
道
を
早
く
か
ら
受
容
し
た

地
域
で
あ
り
、
豊
満
大
明
神
の
吉
田
兼
右
の
極
位
等
の
授
与
は
こ
の
一

連
の
動
向
の
中
で
理
解
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
の
後
近
世
期
に

入
っ
て
豊
満
大
明
神
周
辺
は
全
て
彦
根
藩
領
と
な
っ
た
。
そ
の
時
期
神

主
は
ど
の
よ
う
に
存
在
し
神
事
を
勤
め
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、

参
考
の
た
め
、
豊
満
大
明
神
お
よ
び
そ
の
宮
元
で
あ
る
豊
満
村
の
現
況

の
地
図
を
次
頁
に
掲
げ
た
。 

で
は
、
次
の
史
料
を
み
て
み
た
い
。 

 
 
 
 
 

差
上
申
手
形
之
事 

 
 

一
当
社
大
明
神
氏
子
拾
七
ケ
村
私
支
配
仕
候
、
禰
宜
先
規
五
人 

 
 
 
 
 
 

御
座
候
内
、
只
今
ニ
而
ハ
壱
人
相
勤
申
候
、
右
通
相
違
無
御 

 
 
 
 
 
 

座
■
（
候
）

ニ
付
、
一
札
指
上
申
候
、
以
上 

 
 
 

享
（
ケ
シ
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

愛
知
郡
豊
満
村 

 
 
 
 

三
月
廿
二
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

神
主 

豊
後 
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横
関
幾
右
衛
門
殿 

 
 
 
 
 

鳥
居
政
右
衛
門
殿 

 
 
 
 

御
上
ケ
跡 

 
 
 
 
 
 

享
保
十
一
年 

 
 
 
 
 
 

丙
午
三
月
廿
二
日
ニ
御
改
（

12
） 

 

後
に
示
す
吉
田
神
道
か
ら
授
与
さ
れ
た
神
道
裁
許
状
等
に
関
す
る
表

か
ら
、
こ
の
史
料
に
い
う
「
神
主
豊
後
」
と
は
「
祠
官
豊
満
豊
後
守
菅

原
秀
行
」
ま
た
は
同
秀
重
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
史
料
か
ら
、

享
保
十
一
年
（
一
七
二
六
）
の
時
点
で
、
神
主
・
禰
宜
と
い
っ
た
神
職

が
存
在
し
て
い
た
こ
と
、
神
主
は
氏
子
十
七
か
村
を
支
配
す
る
立
場
に

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
の
史
料
に 

               

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 

乍
恐
書
付
を
以
御
断
奉
申
上
候 

 
 

一
右
ハ
此
度
氏
神
神
主
之
義
御
尋
被
遊
候
、
当
村
神
主
代
々
官 

 
 
 
 
 
 

職
仕
相
勤
申
候
、
則
宗
旨
御
改
御
帳
面
ニ
神
主
と
肩
書
仕
申 

 
 
 
 
 
 

候
、
乍
恐
書
付
ヲ
以
御
届
奉
申
上
候
、
以
上 

 
 
 
 

宝
暦
三
年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

愛
知
郡
豊
満
村 

 
 
 
 

酉
四
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

庄
屋
清
兵
衛
（
印
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

横
目
八
兵
衛
（
印
） 

 
 
 

御
代
官 

 
 
 
 

馬
場
久
助
殿
（

13
） 

豊
満
村
庄
屋
・
横
目
は
、
藩
権
力
か
ら
氏
神
豊
満
大
明
神
の
神
主
の

件
で
尋
ね
ら
れ
た
の
に
対
し
て
、
豊
満
村
に
は
神
主
が
代
々
官
職
を
仕

っ
て
勤
め
て
い
る
こ
と
、
ま
た
宗
旨
改
帳
に
「
神
主
」
と
肩
書
を
し
て

い
る
こ
と
を
、
代
官
に
報
告
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
時
の
「
神

主
」
は
先
述
と
同
様
に
後
に
示
す
表
か
ら
「
祠
官
豊
満
豊
後
守
菅
原
秀

重
」
と
確
定
で
き
る
。
と
こ
ろ
で
、
先
に
示
し
た
二
七
年
前
の
享
保
十

一
年
の
史
料
「
差
上
申
手
形
之
事
」
に
は
、
神
主
が
「
祠
官
豊
満
豊
後

守
菅
原
秀
行
」
と
い
う
吉
田
神
道
か
ら
受
領
さ
れ
た
名
を
持
つ
人
物
が

当
時
の
神
主
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
を
考
慮

す
れ
ば
、
「
当
村
神
主
代
々
官
職
仕
」
る
こ
と
と
は
、
吉
田
神
道
を
受
容

し
た
世
襲
の
神
主
が
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
を
宮

元
の
氏
子
で
あ
る
豊
満
村
の
村
役
人
が
代
官
に
宛
て
て
届
け
て
い
る
の

で
、
氏
子
か
ら
も
承
認
さ
れ
た
神
職
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。 

 

で
は
、
近
世
中
期
に
神
事
を
分
担
す
る
神
主
・
神
子
・
禰
宜
等
の
役

割
を
確
か
め
て
お
く
た
め
、
い
さ
さ
か
長
文
で
は
あ
る
が
少
し
時
期
を
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遡
っ
て
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
五
月
に
大
国
郷
豊
満
氏
子
中
が
記
し

た
「
古
例
ヲ
以
神
事
定
書
」
を
み
て
み
よ
う
（

14
）

。 

 
 
 
 
 
 

古
例
ヲ
以
神
事
定
書 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
国
郷
豊
満
氏
子
中 

 
 
 

正
一
位
大
社
豊
満
大
明
神 

 
 

一
祭
礼
例
年
四
月
上
午
之
日
当
日
朝
御
供
御
神
前
ニ
而
神
主
備 

 
 
 
 
 
 

申
候 

 
 

一
昼
御
供
拝
殿
前
ニ
而
三
社
神
輿
神
主
備
申
候 

 
 
 
 
 
 
 
 

神
輿
御
幸
之
次
第 

 
 

一
児
子
壱
人
乗
尻
馬
壱
疋 

 
 
 

長
村
よ
り
出
申
候 

 
 

一
明
神
馬
壱
疋 

馬
両
掛
ケ 

 
 

上
庄
・
中
庄
隔
年
ニ
出
申
候 

 
 

一
神
主
乗
馬
壱
疋 

 
 
 
 
 
 

神
主
よ
り
出
申
候 

 
 
 
 
 

并
ニ
神
主
之
供
五
人
豊
満
村
よ
り
出
申
候 

 
 

一
明
神
御
道
具
持
禰
宜
之
者
四
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

右
同
村
よ
り
出
申
候 

 
 

一
神
子
弐
人 

 
 
 
 
 
 
 
 

右
同
村
よ
り
出
申
候 

 
 
 
 
 
 
 

（
中
略
） 

 
 
 
 
 

神
輿
還
御
之
次
第 

 
 
 
 
 
 
 

（
中
略
） 

 
 
 
 

一
毎
年
神
事
之
前
ニ
豊
満
村
神
主
宅
へ
組
郷
寄
合
、
村
々
示
シ
之
証 

      

文
相
認
メ
、
其
年
之
上
之
郷
之
内
神
輿
舁
当
番
之
村
ニ
預
り
置
、 

      

神
事
後
ニ
神
主
方
へ
古
格
之
通
相
納
メ
可
申
事 

 
 
 
 
 
 
 

（
中
略
） 

 
 
 

元
文
五
歳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

愛
知
郡
豊
満
村 

 
 
 

申
五
月
十
二
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

神
主
豊
満
豊
後
（
印
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

禰
宜 

甚
五
兵
衛
（
印
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

庄
屋 

小 

兵 

衛
（
印
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

横
目 

吉
右
衛
門
（
印
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

組
頭 

伝
右
衛
門
（
印
） 

 
 
 
 
 
 
 

（
以
下
略
） 

こ
の
史
料
の
う
ち
下
線
に
示
し
た
部
分
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
す
な

わ
ち
、
神
主
宅
が
宮
元
で
あ
る
豊
満
村
に
あ
る
他
、
神
子
二
人
・
禰
宜

四
人
も
豊
満
村
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
禰
宜
は
祭
礼
時
の
役
割
と

し
て
明
神
道
具
持
を
担
っ
て
い
た
。
他
に
、
宮
元
の
役
割
と
し
て
豊
満

村
か
ら
五
人
が
神
主
の
供
を
勤
め
て
い
る
。 

 

こ
れ
が
、
豊
満
大
明
神
を
事
例
に
し
た
近
世
の
神
主
を
含
め
た
神
職

の
祭
礼
時
の
役
割
で
あ
る
。
そ
の
後
、
神
主
が
祭
礼
の
御
輿
渡
り
に
お

い
て
検
使
の
派
遣
願
を
彦
根
藩
寺
社
奉
行
に
申
請
し
て
い
る
書
付
な
ど

が
散
見
さ
れ
る
。 

 
 
 
 

乍
恐
以
書
付
御
願
奉
申
上
候 

 

一
豊
満
大
社
大
明
神
神
事
当
日
五
日
ニ
而
御
座
候
、
然
所
当
年 

 
 
 
 

ハ
御
輿
相
渡
り
申
候
間
、
御
検
使
願
奉
申
上
候
、
乍
恐
以
書 

 
 
 
 

付
御
願
奉
申
上
候
、
以
上 

 
 
 

安
永
四
年 

 
 
 
 
 
 
 

愛
知
郡
豊
満
村 

 
 
 
 

未
四
月
二
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

神
主
豊
前
（
印
） 

 
 

寺
社 

御
奉
行
様
（

15
） 

こ
の
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
以
外
に
は
、
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）

に
禰
宜
・
豊
満
村
庄
屋
と
連
名
で
、
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
に
神

主
単
独
で
、
祭
礼
の
御
輿
渡
り
に
お
け
る
検
使
派
遣
願
が
記
さ
れ
て
い

る
。
た
だ
、
氏
子
惣
代
が
連
名
で
出
す
例
も
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
神
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主
は
氏
子
惣
代
と
同
様
に
藩
権
力
か
ら
祭
礼
を
行
う
主
体
と
し
て
把
握

さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。 

し
た
が
っ
て
、
近
世
中
期
神
主
は
世
襲
す
る
専
業
の
神
職
で
あ
る
と

確
認
で
き
る
も
の
の
、
神
社
祭
祀
権
は
神
主
・
氏
子
惣
代
の
両
方
が
も

っ
て
い
た
こ
と
が
い
え
る
。 

と
こ
ろ
が
、
幕
末
期
に
入
る
と
宮
元
豊
満
村
の
氏
子
の
う
ち
、
林
一

統
中
が
神
事
を
司
る
特
権
集
団
と
し
て
顕
現
化
し
て
く
る
。 

 
 
 
 
 
 

書
附
一
札
之
事 

 

一
ツ
此
度
豊
満
大
社
神
事
ニ
附
、
古
来
よ
り
相
定
り
候
処
、
林 

 
 
 
 

一
統
格
別
之
御
家
図
御
神
酒
御
見
送
り
役
相
勤
候
処
実
正
也
、 

 
 
 
 

然
上
ハ
神
事
大
渡
り
之
節
無
相
違
七
ツ
道
具
御
見
送
り
役
相 

 
 
 
 

勤
可
申
候
、
為
□
之
仍
而
如
件 

 
 

嘉
永
六
年 

 
 
 
 

丑
三
月
廿
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

林
一
統
中 

 
 
 
 

菅
原
豊
後
守
（

16
） 

ま
た
、 

 
 
 
 
 
 

證
古
一
札
之
事 

 
 

一
ツ
此
度
豊
満
大
社
神
事
ニ
付
林
一
統
相
改
メ
古
来
よ
り
相
伝
り 

 
 
 
 
 

格
別
之
家
図
ゆ
へ
御
神
様
見
送
り
役
相
勤
候
処
実
正
也
、
然
上
ハ 

 
 
 
 
 

私
シ
家
来
ニ
而
も
無
之
、
勿
論
禰
宜
ニ
而
も
無
御
座
候
間
、
是
ニ 

 
 
 
 
 

為
証
古
書
付
指
上
可
申
候
、
為
後
日
仍
而
如
件 

 
 

嘉
永
六
年
丑
三
月
廿
日
改 

 
 
 
 
 
 

菅
原
豊
後 

 
 
 
 
 
 

林
一
統
中
殿
（

17
） 

前
者
で
は
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
の
神
事
大
渡
り
で
「
七
ツ
道

具
御
見
送
り
役
」
と
い
う
役
割
を
務
め
る
こ
と
を
神
主
豊
満
豊
後
守
に

書
き
つ
け
た
一
札
で
あ
る
。
七
ツ
道
具
と
は
『
郡
志
』
で
は
剣
・
神
幣
・

旗
・
長
刀
・
太
刀
・
弓
・
鉄
砲
を
指
し
、
そ
れ
ら
を
奉
持
す
る
こ
と
と

い
う
（

18
）

。 

 

後
者
は
、
同
日
神
主
か
ら
林
一
統
中
に
宛
て
て
出
さ
れ
た
も
の
で
、

神
主
が
林
一
統
の
役
割
を
神
主
の
「
家
来
」
で
も
禰
宜
で
も
な
い
、
神

事
で
「
御
神
様
見
送
り
役
」
を
務
め
る
家
柄
と
し
て
い
る
。
そ
の
表
現

と
し
て
前
者
で
は
林
一
統
が
自
ら
を
「
林
一
統
格
別
之
御
家
図
」
と
し

て
い
る
の
に
応
じ
、
後
者
も
「
古
来
よ
り
相
伝
り
格
別
之
家
図
」
と
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
を
総
合
す
れ
ば
、
近
世
後
期
神
主
の
家
来
で
も
禰
宜

で
も
祭
祀
に
特
権
化
し
た
家
が
形
成
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ

な
ら
、
先
に
引
用
示
し
た
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
の
「
古
例
ヲ
以
神

事
定
書
」
で
、 

 
 

一
明
神
御
道
具
持
禰
宜
之
者
四
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

右
同
村
よ
り
出
申
候 

と
あ
っ
て
、
元
文
五
年
以
前
か
ら
道
具
持
を
務
め
る
禰
宜
は
宮
元
で

あ
る
豊
満
村
の
氏
子
か
ら
出
さ
れ
る
の
が
「
古
例
」
だ
っ
た
の
に
対
し

て
、
こ
の
史
料
で
は
そ
の
禰
宜
で
は
な
い
と
表
現
さ
れ
、
自
他(

他
は
神

主)

共
認
め
る
存
在
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。 

以
上
か
ら
、
近
世
中
期
神
主
は
世
襲
す
る
専
業
の
神
職
で
あ
る
と
確

認
で
き
る
も
の
の
、
神
社
祭
祀
権
は
神
主
・
氏
子
惣
代
の
両
方
が
も
っ

て
い
た
。
し
か
し
幕
末
期
氏
子
の
中
か
ら
祭
礼
を
司
る
特
権
的
な
家
の

発
達
が
認
め
ら
れ
て
い
く
、
と
い
う
展
開
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
ろ
う
。 
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三 

吉
田
神
道
と
神
職 

  

さ
て
、
現
在
愛
知
川
町
大
字
豊
満
に
あ
る
豊
満
神
社
の
文
書
に
は
近

世
の
神
道
裁
許
状
等
が
残
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
年
代
ご
と
に
ま
と
め

た
も
の
が
表
で
あ
る
。 

 

こ
れ
を
み
る
と
、
年
代
と
被
授
与
者
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。
そ
れ
に
比
べ
授
与
者
も
一
見
ま
と
ま
っ
て
分
類
で
き
そ
う
な
も

の
の
、
寛
政
五
年
と
同
十
年
の
授
与
者
が
五
年
の
間
で
異
な
る
こ
と
が

確
認
で
き
る
。
よ
っ
て
、
被
授
与
者
つ
ま
り
祠
官
が
代
替
わ
り
す
る
ご

と
に
神
道
裁
許
状
や
許
状
の
発
給
を
願
い
出
て
授
与
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
な
る
。
そ
れ
は
、
授
与
さ
れ
る
内
容
が
被
授
与
者
ご
と
に
類
似
し
た

も
の
を
発
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
と
い
え
よ
う
。 

 

ま
た
、
吉
田
神
道
と
豊
満
大
明
神
祠
官
と
の
関
係
を
具
体
的
に
物
語 

る
史
料
が
あ
る
。 

 
 
 
 

神
文
之
事 

 
 
 
 

今
度
陰
陽
行
儀
并
数
ケ
条
相
伝
被
成
下
難
有
冥
加
之
至
り
ニ
奉 

 
 
 
 

存
候
、
此
御
□
件
者
相
限
干
秀
重
一
身
之
者
存
候
、
他
人
者
不
及 

 
 
 
 

沙
汰
、
假
令
雖
□
者
申
候
雖
為
親
子
、
曽
而
以
伊
□
仕
間
敷
候
、 

 
 
 
 

若
於
令
違
背
者
可
□
天
神
地
祇
□
□
□
豊
満
大
明
神
之
御
一
討 

 
 

者
□
□
、
仍
而
神
文
如
件 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

江
州
愛
知
郡
豊
満
村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

正
一
位
豊
満
大
明
神
祠
官 

 
 
 
 

宝
暦
六
年
丙
子
十
月
日 

 
 

豊
満
豊
前
（
花
押
） 

 
 
 

御
本
所
様 

 

 
 
 
 
 
 
 

御
役
人
中
様
（

19
） 

 

こ
の
史
料
は
、
宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
年
三
月
に
授
与
さ
れ
た
陰

陽
行
儀
及
び
数
か
条
の
相
伝
に
対
す
る
御
礼
状
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、

授
与
さ
れ
る
の
は
あ
く
ま
で
「
秀
重
一
身
之
者
」
に
限
ら
れ
子
が
神
主

を
世
襲
す
る
際
は
改
め
て
そ
の
授
与
を
願
う
必
要
が
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
よ
り
前
の
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
に
は
次
の

よ
う
に
あ
る
。 

 
 
 
 
 

乍
恐
書
付
を
以
御
願
申
上
候 

 
 
 
 

愛
智
郡
豊
満
村 

豊
満
大
明
神
神
職
之
儀
先
祖
よ
り
相
務
、
則 

 
 
 
 

代
々
五
位
之
装
束
仕
候
、
然
共
御
許
状
之
儀
乱
世
ニ
紛
失
致
候 

 
 
 
 

由
申
伝
、
私
儀
所
持
不
仕
候
故
、
日
野
明
神
之
神
職
大
宮
内
匠
与 

 
 

申
者
私
兄
ニ
而
御
座
候
付
、
無
官
同
前
ニ
て
装
束
仕
候
へ
と
も
不 

 
 
 

苦
候
哉
と
相
談
仕
候
へ
ハ
、
其
段
ハ
京
都
吉
田
様
御
家
老
衆
迄
相 

 
 
 

窺
申
さ
て
ハ
末
々
不
可
然
候
由
被
申
、
当
三
月
出
仕
之
時
分
右
之 

 
 
 

段
被
申
上
候
ヘ
ハ
、
御
家
老
衆
被
仰
ハ
無
官
同
前
ニ
て
官
位
之
装 

 
 
 

束
仕
候
儀
不
罷
成
事
之
間
、
所
之
御
地
頭
御
役
人
衆
よ
り
御
切
手 

 
 
 

申
請
上
京
致
候
ハ
ヽ
取
次
早
速
御
許
状
申
請
可
遣
由
被
仰
候
と
此 

 
 
 

度
申
越
候
、
乍
恐
此
段
御
了
管
被
為
遊
御
添
状
被
下
置
候
ハ
ヽ
、 

 
 

難
有
忝
可
奉
存
候
、
以
上 

 
 
 
 
 

宝
永
六
年 

 
 
 
 
 
 
 

丑
四
月 

 
 
 
 
 
 
 
 

愛
智
郡
豊
満
村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

神
主 

兵
部 

 
 
 

御
奉
行
様 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

四
月
廿
六
日
上
ル
（

20
） 

 

こ
れ
は
、
宝
永
六
年
に
当
時
の
神
主
が
代
々
五
位
の
装
束
に
関
す
る

許
状
を
相
伝
し
て
い
た
も
の
の
紛
失
し
無
官
同
然
の
状
態
に
な
っ
て
い
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た
と
こ
ろ
、
上
京
の
際
吉
田
家
家
老
衆
か
ら
無
官
の
状
態
で
は
「
不
罷

成
事
」
を
指
摘
さ
れ
、
彦
根
藩
の
奉
行
に
許
状
に
関
す
る
取
次
を
願
い

出
た
も
の
で
あ
る
。
史
料
上
の
神
主
兵
部
は
、
表
か
ら
「
祠
官
豊
満
豊

後
守
菅
原
秀
行
」
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
「
豊
満
大
明
神
神
職
之
儀

先
祖
よ
り
相
務
、
則
代
々
五
位
之
装
束
仕
」
る
か
ら
神
主
の
世
襲
は
、

宝
永
期
の
当
主
よ
り
さ
ら
に
何
代
か
前
と
推
定
で
き
る
。
ま
た
、
官
位

之
装
束
に
関
す
る
決
定
権
が
吉
田
家
側
に
あ
る
こ
と
を
改
め
て
指
摘
し

て
お
く
。 

 

こ
う
し
て
吉
田
家
の
編
成
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
が
、

そ
の
編
成
を
成
り
立
た
せ
る
神
職
組
織
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
触
頭

―
触
下
の
関
係
を
も
つ
複
数
の
神
職
集
団
を
明
ら
か
に
し
た
研
究
（

21
）

や
、
本
所
吉
田
家
が
触
頭
―
触
下
の
関
係
の
神
職
を
支
配
・
統
制
を
志

向
し
つ
つ
、
在
地
の
動
向
に
規
定
さ
れ
る
、
と
評
価
す
る
研
究
も
あ
る

（

22
）

。
し
か
し
、
自
律
的
な
在
地
神
職
組
織
の
存
在
を
明
ら
か
に
す
る
あ

ま
り
、
そ
の
他
の
編
成
形
態
を
見
過
ご
し
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ

で
、
次
の
史
料
を
み
て
み
た
い
。 

（
前
略
） 

 
 

御
条
目
之
御
趣
意
不
相
弁
輩
有
之
、
吉
田
家
之
許
容
を
不
受
社 

 
 
 
 

例
な
と
と
称
し
呼
名
装
束
を
着
、
其
上
神
職
無
之
村
持
之
社
或 

 
 
 
 

村
長
・
宮
座
・
諸
座
な
と
と
称
し
神
事
祭
礼
営
候
族
も
有
之
由 

 
 
 
 

ニ
而
、
向
後
御
条
目
之
急
度
相
守
忘
却
不
致
様
可
相
心
得
候
、 

 
 
 
 
 
 
 

寅
十
月 

 
 

右
之
通
可
被
相
触
候
、 

 

御
本
所
様
御
触
書
之
写 

 
 

其
表
社
家
・
神
子
・
宮
座
等
之
輩
不
法
心
得
違
有
之
趣
追
々
相 

 
 

聞
候
ニ
付
、
以
ケ
条
書
申
達
候 

 
 

一
神
社
ニ
奉
仕
之
輩
者
守
其
職
業
尤
御
綸
旨
殊
ニ
者
公
儀
神
社
御 

 
 
 

条
目
御
趣
意
之
通
御
当
家
江
罷
出
、
身
分
相
当
之
御
許
容
を
受
、 

 
 

神
祇
道
如
規
範
正
直
為
本
天
下
太
平
・
五
穀
成
就
・
領
主
武
運 

 
 
 

長
久
・
産
子
・
繁
昌
等
之
御
祈
祷
不
怠
抽
丹
精
候
儀
勿
論
之
事 

 
 
 
 
 

ニ
候
条
、
此
旨
急
度
被
■
心
得
候
、
御
当
家
江
罷
出
神
祇
道
相 

 
 
 
 
 

学
候
心
懸
ケ
も
無
之
□
処
ニ
而
難
儀
勿
論
之
事
ニ
候
、
但
シ
天 

 
 
 
 
 

明
二
年
中
御
触
之
趣
者
村
々
ニ
留
書
可
為
定
候
得
共
、
為
念
写 

 
 
 
 
 

書
壱
通
差
遣
候
、 

 
 
 
 
 
 
 

（
中
略
） 

 

右
之
外
職
分
不
相
当
之
儀
等
も
有
之
由
ニ
候
得
者
先
差
懸
り
甚 

 
 

敷
儀
な
と
申
置
候
也
、 

 
 
 
 
 
 

丑
六
月 

 
 
 
 
 

鈴
鹿
出
羽
守 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

隆
（
花
押
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鈴
鹿
筑
後
守 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

□
（
花
押
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鈴
鹿
近
江
守 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

隆 

（
花
押
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鈴
鹿
土
佐
守 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

隆 

（
花
押
） 

 
 

近
江
国 

 
 

神
崎
・
愛
知
・
犬
上
郡 

 
 
 
 
 
 

社
家
中 

 
 
 
 
 
 

神
子
（

23
） 

 

こ
の
史
料
は
、
吉
田
家
家
老
衆
で
あ
る
鈴
鹿
氏
か
ら
の
触
で
あ
る
。
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前
半
は
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
十
月
の
諸
社
禰
宜
神
主
法
度
の
再
触

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
特
に
そ
の
宛
先
に
注
目
し
た
い
。
つ
ま
り
領
国

単
位
で
は
な
く
「
近
江
国
神
崎
・
愛
知
・
犬
上
郡
社
家
神
子
中
」
の
よ

う
に
三
郡
に
宛
て
て
出
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
神

崎
・
愛
知
・
犬
上
三
郡
は
地
理
上
連
続
し
た
地
域
だ
が
、
愛
知
・
犬
上

二
郡
は
大
き
く
彦
根
藩
領
、
神
崎
郡
は
大
和
郡
山
藩
領
な
ど
が
あ
り
ま

と
ま
っ
た
地
域
で
な
い
。
そ
の
こ
と
に
起
因
し
て
、
必
ず
し
も
領
主
や

代
官
ご
と
に
在
地
神
職
組
織
の
み
に
依
存
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
。 

 

以
上
か
ら
、
官
位
之
装
束
に
関
す
る
決
定
権
が
吉
田
家
側
に
あ
る
と

い
う
例
の
よ
う
に
、
神
主
豊
満
家
は
祠
官
と
し
て
吉
田
神
道
の
編
成
を

受
け
た
。
神
主
は
代
替
わ
り
す
る
ご
と
に
神
道
裁
許
状
や
許
状
の
発
給

を
願
い
出
て
授
与
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
世
襲
は
、
宝

永
期
の
当
主
よ
り
さ
ら
に
何
代
か
前
と
推
定
で
き
る
。
ま
た
必
ず
し
も

領
主
や
代
官
ご
と
に
在
地
神
職
組
織
に
依
存
し
て
い
る
と
は
限
ら
ず
三

郡
単
位
の
よ
う
な
領
国
に
捉
わ
れ
ず
編
成
す
る
ル
ー
ト
も
存
在
し
た
の

で
あ
る
。 

 

で
は
本
章
の
最
後
に
、
明
治
初
期
に
愛
知
郡
第
八
区
豊
満
村
が
提
出

し
た
神
職
の
推
挙
願
書
で
あ
る
「
祠
掌
薦
挙
御
願
書
（
本
）
」
を
取
り
上

げ
る
。 

 
 
 
 

祠
掌
薦
挙
ニ
付
願
書 

 
 
 
 
 
 
 

愛
知
郡
第
八
区
豊
満
村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教
導
職 

 
 
 

平
民 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

権
訓
導 

 
 
 
 

豊
満
豊
語 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

当
三
十
一
歳
一
ケ
月 

 
 

右
之
者
今
般
愛
知
郡
第
八
区
豊
満
村
鎮
座
村
社
豊
満
神
社
祠
掌 

 
 
 
 

ニ
御
採
用
被
成
下
度
此
段
奉
願
上
候
、
以
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

氏
子
総
代
神
崎
郡
第
四
区
愛
知
川
村
之
内 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

森
野
徳
右
衛
門
（
印
） 

 
 
 
 
 
 
 

（
中
略
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

郷
社
押
立
神
社
祠
官 

 
 
 

明
治
十
年
三
月
三
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

文
室
康
貞
（
印
） 

 
 
 

滋
賀
県
権
令
籠
手
田
安
定
殿 

 
 

前
書
之
通
ニ
付
奥
印
仕
候
、
以
上 

 
 
 
 
 
 
 

愛
知
郡
第
八
区 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

副
区
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

前
川
文
助
（
印
） 

 
 
 
 
 

（
中
略
） 

 
 

聞
届
候
条
、
本
人
へ
ハ
別
紙
ヲ
以
可
被
達
候
事 

 
 
 

明
治
十
年
三
月
十
八
日[

滋
賀
県
印]

 

（

24
） 

 

や
や
引
用
が
長
く
な
っ
た
が
、
始
め
の
中
略
に
は
明
治
十
年
（
一
八

七
七
）
当
時
の
氏
子
圏
十
九
か
村
の
氏
子
総
代
が
連
名
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
氏
子
圏
に
該
当
す
る
五
区
長
（
既
に
引
用
し
て
い
る
愛
知
郡
第

八
区
を
除
く
）
と
二
〇
か
村
の
戸
長
・
副
戸
長
が
連
名
さ
れ
て
い
る
。

近
世
吉
田
神
道
に
編
成
さ
れ
た
神
主
は
、
こ
の
史
料
か
ら
分
か
る
よ
う

に
、
明
治
元
年
改
称
し
た
豊
満
神
社
の
祠
掌
に
二
〇
か
村
の
氏
子
圏
の

氏
子
総
代
及
び
村
戸
長
の
同
意
を
経
る
形
式
で
薦
挙
さ
れ
、
聞
届
け
ら

れ
る
こ
と
で
近
代
的
な
編
成
を
受
け
た
の
で
あ
る
。 
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お
わ
り
に 

  

以
上
の
よ
う
に
、
本
稿
で
は
近
江
国
愛
知
郡
豊
満
大
明
神
を
事
例
に
、

近
世
神
主
の
存
立
と
展
開
を
、
吉
田
神
道
と
の
関
係
・
氏
子
と
の
関
係

を
軸
に
検
討
し
て
き
た
。
以
下
明
ら
か
に
な
っ
た
点
を
示
し
て
お
く
。 

 

①
豊
満
大
明
神
は
、
宗
源
宣
旨
を
早
く
に
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
早 

 
 

く
か
ら
吉
田
神
道
を
受
容
し
て
い
た
。 

 

②
近
世
中
期
神
主
は
世
襲
す
る
専
業
の
神
職
で
あ
る
と
確
認
で
き
る 

 
 

も
の
の
、
神
社
祭
祀
権
は
神
主
・
氏
子
惣
代
の
両
方
が
も
っ
て
い 

 
 

た
。 

 

③
神
主
は
近
世
期
を
通
じ
て
神
道
裁
許
状
な
ど
の
発
給
を
受
け
神
事 

 
 

の
儀
礼
を
獲
得
し
た
。
そ
の
結
果
、
祭
礼
に
お
い
て
氏
子
に
対
す 

 
 

る
優
位
な
立
場
に
立
ち
、
そ
の
存
在
意
義
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
。 

 

④
幕
末
に
は
、
神
事
を
分
担
す
る
林
一
統
中
の
存
在
が
確
認
さ
れ
、 

 
 

祭
祀
の
特
権
的
家
の
発
達
が
確
認
さ
れ
る
。 

 

つ
ま
り
近
世
に
お
い
て
神
主
は
吉
田
神
道
か
ら
神
道
裁
許
状
な
ど
の

発
給
を
受
け
る
こ
と
で
、
在
地
社
会
に
お
い
て
祭
礼
に
お
け
る
神
事
の

専
門
性
を
誇
示
し
そ
の
存
在
意
義
を
獲
得
し
え
た
。
ま
た
、
幕
末
に
氏

子
の
中
か
ら
祭
祀
の
特
権
的
家
が
発
達
す
る
こ
と
で
、
逆
に
祭
礼
で
特

権
的
家
以
外
の
一
般
の
氏
子
（
本
事
例
で
は
上
之
郷
・
中
之
郷
・
下
之

郷
）
の
祭
祀
と
の
関
わ
り
が
薄
れ
て
い
く
こ
と
が
想
定
で
き
る
の
で
は

な
い
か
。 

 

そ
の
よ
う
な
意
味
で
、
冒
頭
で
挙
げ
た
千
葉
氏
の
論
考
の
課
題
に
神

主
と
関
わ
る
部
分
で
接
近
で
き
た
と
考
え
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
千

葉
氏
の
い
う
祭
祀
集
団
と
の
関
わ
り
を
「
氏
子
と
の
関
わ
り
」
と
し
て

全
面
的
に
組
み
込
ん
で
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
意
味

で
、
神
主
の
地
域
社
会
と
の
関
わ
り
を
解
明
し
て
い
く
上
で
、
祭
礼
を

め
ぐ
る
祭
祀
集
団
と
神
主
と
の
関
わ
り
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

 

註 （
１
）
千
葉
正
士
「
村
落
に
お
け
る
祭
祀
共
同
体
の
展
開
と
解
体
」
（
『
東
京
都 

 
 
 
 
 
 

立
大
学
法
学
会
雑
誌
』
六(

一)

、
一
九
六
六
年
） 

（
２
）
井
上
智
勝
「
近
世
本
所
の
成
立
と
展
開
―
神
祇
管
領
長
上
吉
田
家
を
中 

 
 
 
 
 
 

心
に
」
（
二
〇
〇
二
年
度
日
本
史
研
究
会
大
会
共
同
研
究
報
告
（
近
世
史 

 
 
 
 
 
 

部
会
）
レ
ジ
ュ
メ
、
二
〇
〇
二
年
）
な
ど 

（
３
）
愛
知
川
町
教
育
委
員
会
町
史
編
さ
ん
室
目
録
番
号
（
以
下
番
号
）
Ａ-

 

 
 
 
 
 
 

６-

１-

９
（
Ａ-

６-

１-

０
巻
子
装
「
豊
満
神
社
文
書 

巻
壱
」
所
収
）
、 

 
 
 
 
 

『
近
江
愛
智
郡
志
』
四
（
滋
賀
県
愛
智
郡
教
育
会
、
一
九
二
九
年
）
二
一 

 
 
 
 
 
 

二
〜
二
一
三
頁
所
収 

（
４
）
『
近
江
愛
智
郡
志
』
四
（
滋
賀
県
愛
智
郡
教
育
会
、
一
九
二
九
年
）
二
三 

 
 
 
 
 
 

〇
頁
所
収 

（
５
）
番
号
Ａ-

５-

１
〔
拓
本
〕
（
Ａ-

５-

０
巻
子
装
「
徴
古
史
料
」
所
収
）
、 

 
 
 

『
近
江
愛
智
郡
志
』
四
（
滋
賀
県
愛
智
郡
教
育
会
、
一
九
二
九
年
） 

 
 
 

二
一
四
〜
二
一
五
頁
所
収 

（
６
）
番
号
Ａ-

５-

２
（
Ａ-

５-

０
巻
子
装
「
徴
古
史
料
」
所
収
）
、
『
近
江
愛 

 
 
 
 
 
 

智
郡
志
』
四
（
滋
賀
県
愛
智
郡
教
育
会
、
一
九
二
九
年
）
二
一
五
〜
二 

 
 
 
 
 
 

一
六
頁
所
収 

（
７
）
番
号
Ａ-

５-

３
（
Ａ-

５-

０
巻
子
装
「
徴
古
史
料
」
所
収
）
、
『
近
江
愛 

 
 
 
 
 
 

智
郡
志
』
四
（
滋
賀
県
愛
智
郡
教
育
会
、
一
九
二
九
年
）
二
一
六
頁
所 

 
 
 
 
 
 

収 
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（
８
）
番
号
Ａ-

５-

４
、
『
近
江
愛
智
郡
志
』
四
（
滋
賀
県
愛
智
郡
教
育
会
、
一 

 
 
 
 
 
 

九
二
九
年
）
二
一
六
〜
二
一
七
頁
所
収 

（
９
）
予
め
断
っ
た
よ
う
に
、
こ
の
章
は
後
節
で
論
じ
る
前
提
と
し
て
の
歴
史 

 
 
 
 
 
 

的
事
実
の
把
握
を
目
的
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
中
世
で
祭
祀
の 

 
 
 
 
 
 

中
心
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
「
神
主
」
が
、
村
々
の
祭
祀
に
深
く
関
与 

 
 
 
 
 
 

す
る
近
世
の
職
業
的
神
官
と
し
て
の
「
神
主
」
に
直
線
的
に
発
展
す
る 

 
 
 
 
 
 

と
論
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
萩
原
龍
夫
『
中
世
祭
祀
組
織
の
研
究 

 
 
 
 
 
 

』
増
補
版
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
二
年
）
第
六
章
三
を
参
照
の
こ
と
。 

（

10
）
萩
原
龍
夫
『
中
世
祭
祀
組
織
の
研
究
』
増
補
版
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九 

 

 
 
 

六
二
年
）
六
七
三
〜
六
七
七
頁 

（

11
）
井
上
智
勝
「
地
域
社
会
に
お
け
る
吉
田
神
道
の
受
容
―
宗
源
宣
旨
の
授 

 
 
 

受
を
中
心
に
―
」
（
『
日
本
史
研
究
』
四
一
六
、
一
九
九
七
年
）
五
一
頁 

 
 
 

表
一 

（

12
）
番
号
Ｃ-

23-

７ 

（

13
）
番
号
Ｃ-

20 

（

14
）
番
号
Ａ-

３-

２-

１
（
Ａ-

３-

２
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